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早
春
の
候　

同
窓
会
員
の
皆
様
に

は
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
寅
」
で
す
。
勇
猛

果
敢
な
虎
に
あ
や
か
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
に
負
け
な
い
年
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

昨
年
の
９
月
に
は
デ
ル
タ
株
が
拡
大

し
、
予
定
し
て
い
た
「
本
部
及
び
有
田

耐
久
会
常
任
幹
事
会
」
を
中
止
し
て
、

議
案
書
を
送
付
し
、
総
会
始
ま
っ
て
以

来
の
異
例
の
「
書
面
に
よ
る
議
決
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
は
、「
き
の
く
に
学
び
の
月
間
」

で
あ
り
、同
窓
会
役
員
が
母
校
を
訪
れ
、

各
学
年
の
授
業
を
参
観
し
ま
し
た
。
昔

に
比
べ
難
し
い
内
容
な
が
ら
も
、
ど
の

学
級
も
落
ち
着
い
た
授
業
態
度
で
、
一

同
感
心
し
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
か
ら
11
月
21
日
ま
で
、「
紀

の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
二
〇
二
一
」
が

和
歌
山
県
内
で
開
催
さ
れ
、そ
の
中
で
、

濱
口
梧
陵
の
偉
業
を
讃
え
る
催
し
が
あ

り
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
の
「
世
界
津
波
の
日
」
に

「
濱
口
梧
陵
偉
業
顕
彰
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
、
和
歌
山
県
民
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。二
人
の
講
師
の
講
演
の
後
、

本
校
の
生
徒
が
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
の

取
り
組
み
を
発
表
し
、
大
変
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
11
月
14
日
、
新
作
オ
ペ
ラ

「
稲
む
ら
の
火
の
物
語―

梧
陵
と
海

舟
」
が
和
歌
山
城
ホ
ー
ル
（
新
・
市
民

会
館
）
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
梧
陵
と

海
舟
の
友
情
を
描
き
、
ジ
ュ
ニ
ア
や
マ

ス
タ
ー
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
歌
声
、
管
弦

楽
団
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
、
能
楽

師
に
よ
る
舞
踊
な
ど
、
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞

し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
本
校
創
立
１
７
０
周
年
」

の
年
で
す
。
現
在
、
実
行
委
員
会
で
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
記
念
式
典
は
、

令
和
４
年
11
月
３
日
（
木
）
に
開
催
予

定
で
す
。皆
様
に
は
お
誘
い
合
わ
せ
て
、

母
校
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い
終

息
を
願
い
、
本
年
も
、
会
員
相
互
の
親

睦
や
旧
交
を
温
め
、
さ
ら
に
「
関
東
・

関
西
・
和
歌
山
・
有
田
耐
久
会
」
と
の

交
流
を
よ
り
深
め
て
、
楽
し
く
・
魅
力

あ
る
同
窓
会
と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
の

   

　
　こ
と
思
い
出
す 

 

桜
か
な
　
芭
蕉

ご
　
あ
　
い
　
さ
　
つ同

窓
会
長

大
西
義
弘
高
（

16

）
期

　

本
校
は
、
来
年
度
令
和
４
年
に
創
立

１
７
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
令
和
３
年

５
月
に
同
窓
会
役
員
に
よ
る
第
１
回
準

備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、７
月
の
第
２
回

準
備
委
員
会
を
経
て
、学
校
・
同
窓
会
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
創
立
１
７
０
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

□
経
過
報
告

・
第
１
回
準
備
委
員
会

（
令
和
３
年
５
月
27
日
）

　

実
行
委
員
長
・
副
実
行
委
員
長
決
定

・
第
２
回
準
備
委
員
会

（
令
和
３
年
７
月
９
日
）

　

実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
決
定
・
委
嘱

・
第
１
回
実
行
委
員
会

（
令
和
３
年
10
月
26
日
）

　

実
行
委
員
自
己
紹
介
・
記
念
事
業
・

そ
の
他
に
つ
い
て

・
第
２
回
実
行
委
員
会

（
令
和
３
年
12
月
14
日
）

　

記
念
講
演
講
師
・
式
典
当
日
の
日
程
・

そ
の
他
に
つ
い
て

□
記
念
事
業
の
概
要

・
記
念
式
典

　

令
和
４
年
11
月
３
日
（
木
祝
）

　

記
念
講
演
・
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
そ
の
他

＊
今
回
は
募
金
（
寄
付
）
活
動
お
よ
び

同
窓
会
名
簿
の
発
行
は
行
わ
な
い
こ

と
に
決
定

創
立
1
7
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
　
発
足

先
絡
連
部
支  和歌山耐久会 

会　長　西　　 博　義
和歌山市岩橋 1690-47
Tel  073-475-2677

 関 西 耐 久 会 
会　長　地　引　民　子
幹事長　宮　崎　裕　子
大阪府池田市伏尾台 3-8-1
Tel  072-753-1219

 関 東 耐 久 会 
会　長　林　　　紀　男

株式会社 オフィス ココ　桜バンケット
Tel  03-3359-9520

 有 田 耐 久 会 
会　長　和　泉　保　廣

有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://taikyukai .net/

□創立170周年記念事業実行委員会
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令
和
３
年
10
月
30
日
〜
11
月
21
日
ま

で
、「
紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
二
〇
二

一
」が
和
歌
山
県
内
全
域
で
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
和
歌
山
県
が
誇

る
世
界
的
偉
人
「
濱
口
梧
陵
」
の
偉
業

を
県
内
外
や
海
外
へ
発
信
す
る
た
め
11

月
５
日
の
「
世
界
津
波
の
日
」
に
合
わ

せ
て
、
和
歌
山
県
・
広
川
町
主
催
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
和
歌
山
県
民
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
ウ
ェ

ブ
に
よ
る
同
時
配
信
も
実
施
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
女
優
・
作
家
・
歌
手
の
中

江
有
里
氏
が
「
歴
史
か
ら
見
え
る
、
未

来
の
道
」
と
題
し
て
、
次
に
関
西
大
学

社
会
安
全
学
部
特
任
教
授
・
社
会
安
全

研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
河
田
惠
昭
氏
が

「
濱
口
梧
陵
を
世
界
の
英
雄
に
す
る
！
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
た
。休
憩
の
後
、

「
事
例
発
表
１
」
と
し
て
、
本
校
二
年
生

の
一
角
諭
宜
さ
ん
と
岩
﨑
梨
好
さ
ん
が
、

「
受
け
継
が

れ
る
梧
陵
の

精
神
」
と
題

し
て
耐
久
高

校
の
紹
介
や

取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表

し
た
。

　

濱
口
梧
陵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
を

終
え
て
、
僕
は
濱
口
梧
陵
に
つ
い
て
の

知
識
が
深
ま
り
、
耐
久
高
校
生
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
を
持
ち
ま
し
た
。

　

本
番
ま
で
の
練
習
で
は
、
話
す
ス

ピ
ー
ド
、
表
情
な
ど
に
つ
い
て
先
生
方

や
友
達
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
、
ゆ
っ
く
り
明
る
く
話

す
こ
と
を
意
識
し
、
よ
り
伝
わ
り
や
す

く
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫

で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
た
ち
で
濱
口
梧
陵
に
つ
い

て
調
べ
て
い
く
上
で
、
私
財
を
な
げ

う
っ
て
ま
で
社
会
貢
献
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
偉
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
当
日
、
濱
口
梧
陵
の
偉
業
や
功
績
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
同

時
に
耐
久
高
校
の
魅
力
も
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
は
、
耐
久
高
校
生
で
あ
る

僕
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
け
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
濱
口
梧
陵
の
お
か
げ
で

今
の
広
川
町
が
あ
り
、
耐
久
高
校
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
僕

た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
送
っ
て
い

る
現
在
の
生
活
に
は
、
濱
口
梧
陵
の
計

り
知
れ
な
い
業
績
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
業
績
を
も
っ
と
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
次
の
世
代
に
も

伝
え
て
い
け
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
耐
久
高
校
在
校
生
を
代

表
し
て
濱
口
梧
陵
偉
業
顕
彰
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
現
代
に
生
き
る
梧
陵
の
精
神
」

に
参
加
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
梧
陵
さ
ん
の
精
神
は
地
域
や
耐

久
高
校
に
受
け
継
が
れ
、
防
災
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
や
授
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、

よ
り
濱
口
梧
陵
氏
に
つ
い
て
学
び
、
ま

た
現
代
で
も
多
く
の
人
々
が
防
災
の
活

動
を
し
て
い
る
の
を
知
り
、
私
自
身
、

改
め
て
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、

発
表
す
る
側
で
参
加
し
た
こ
と
で
、
今

ま
で
の
教
え
て
も
ら
う
立
場
か
ら
発
信

す
る
立
場
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
卒
業
後
、
新
た
な
場
所
で
生

活
を
始
め
た
と
き
、
耐
久
高
校
生
と
し

て
濱
口
梧
陵
さ
ん
か
ら
学
び
、
得
た
知

識
を
新
し
く
出
会
っ
た
仲
間
に
伝
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
災
害
時
に
少
し
で
も
多
く
の
大
切
な

人
の
命
を
守
る
力
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
今
回
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
発
表
す
る
貴
重
な
機
会
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
５
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

Ｗｅ
ｂ
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
県
境
を

ま
た
ぐ
移
動
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、濱
口
翁
の
偉
業
に
つ
い
て
の
河
田

先
生
の
ご
講
演
を
拝
聴
す
る
に
は
Ｗ
ｅ

ｂ
参
加
が
最
適
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
し
た
。

　

県
・
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加

が
可
能
と
知
り
申
し
込
ん
だ
次
第
で
す
。

　

お
話
は
、
濱
口
梧
陵
翁
を
日
本
の
偉

人
か
ら
世
界
の
英
雄
に
し
よ
う
、
も
っ

と
梧
陵
翁
を
知
り
、
学
ぼ
う
。
そ
こ
に

「
今
日
の
」
防
災
の
道
が
あ
る
。
こ
う

し
た
大
変
力
強
い
呼
び
か
け
で
し
た
。

梧
陵
翁
の
事
績
で
意
外
に
も
周
知
さ
れ

て
い
な
い
大
切
な
こ
と
、
例
え
ば
私
財

を
投
じ
て
後
の
防
災
に
つ
な
が
る
築
堤

事
業
を
進
め
、
一
種
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
を
実
行
し
た
こ
と
な
ど
、
そ
の

先
進
性
・
実
行
力
に
は
驚
嘆
し
ま
す
。

尊
敬
の
念
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
世

に
伝
え
る
こ
と
を
誇
り
を
も
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
の
都
合
で
本
校
生
お
二

人
の
事
例
発
表
を
聴
け
な
か
っ
た
の
は

残
念
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
リ
モ
ー

ト
参
加
の
機
会
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
講
義
や
Ｚｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

等
、私
も
こ
う
し
た
も
の
に
積
極
的
に
ア
ク

セ
ス
し
て
自
己
研
鑽
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

関
東
耐
久
会
会
長

林
　
紀
男
高
（

13

）
期

濱
口
梧
陵
偉
業
顕
彰
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代（
い
ま
）に
生
き
る

 
梧
陵
の
精
神
」

２
年
５
組
　
一
角
　
諭
宜

２
年
５
組
　
岩
﨑
　
梨
好

「
受
け
継
が
れ
る

 

梧
陵
さ
ん
の
偉
業
」

「
シ
ン
ポ
に
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
し
て
」

「
大
切
な
人
の

　
　
　
　

命
を
守
る
力
」

総合ビルメンテナンス ・ 特定人材派遣

取締役会長
代表取締役

メールアドレス　shirai-t002@wakayama-c.ed. jp

神人クリニック神人クリニック
に んに んじ んじ ん

心の健康相談・更年期の健康相談

神　人　　勉（高18期）院　長

ＴＥＬ ０８２－２６１－０６００
〒732-0053　広島市東区若草町18-46

小　畑　英　三（高18期）代表取締役

TEL 073-423-4148  FAX 073-431-4505
〒640-8033　和歌山市本町3丁目18番地

ei-kobata@kbts.jp

小 畑 産 業 株 式 会 社



耐久高等学校同窓会報　　　　第49号 （ 4 ）

　

２
０
２
１
年
秋
は
、
本
部
及
び
有
田

耐
久
会
総
会
の
年
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
で
安
全
・
安
心
を
第
一
に
考

慮
し
、
中
止
と
致
し
ま
し
た
。
総
会
に

代
わ
り
、
本
部
及
び
有
田
耐
久
会
役
員

常
任
幹
事
会
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が

８
月
下
旬
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
が
急
速
に
拡
大
し
、
再
度
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
た
め
中
止
と
し

ま
し
た
。
常
任
幹
事
会
で
予
定
し
て
い

た
議
案
に
つ
い
て
は
、
議
案
書
を
送
付

し
、総
会
始
ま
っ
て
以
来
の
異
例
の「
書

面
に
よ
る
議
決
」を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
・
２
年
度
活
動
・
決
算
報
告
、

役
員
改
選
案
、
令
和
３
・
４
年
度
活
動
・

会
計
予
算
案
な
ど
常
任
幹
事
全
員
の
承

諾
を
得
ま
し
た
。

　

本
部
役
員
改
選
で
は
、
見
矢
義
夫
副

会
長（
高
21
期
）、神
田
公
子
副
会
長（
高

25
期
）
が
退
任
さ
れ
、
副
会
長
に
弓
場

守
氏
（
高
30
期
）、
岩
岡
美
紀
氏
（
高

28
期
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
矢
義
夫
氏
、
神
田
公
子
氏
に
は
、

役
員
会
、総
会
、学
校
訪
問
、各
種
行
事
、

会
報
編
集
な
ど
色
々
と
長
い
間
同
窓
会

活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
母

校
並
び
に
同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
３
年
度

耐
久
高
等
学
校
同
窓
会

本
部
及
び
有
田
耐
久
会
役
員
会

 

「
書
面
議
決
」

２０２０（令和２）年
  6．15 濱口梧陵生誕200年記念図書贈呈式（本校）
 ・・校長・事務長・学校司書事務局、同窓会本部
 　　役員、和歌山・有田耐久会会長
    　22 会報編集委員会（本校）
    　29 本部及び有田耐久会役員会（本校）
  8．19 会報編集委員会（本校）
  9．15　文化祭ウイーク中庭コンサート参加（本校）
 ・・本部役員
  9．17 本部及び有田合同役員会（本校）
10．  7 「県立高等学校の在り方（再編整備）」説明会
 （有田川町きびドーム）　
 ・・校長、同窓会長、ＰＴＡ会長、学校運営協議会
 　 会長
    　23 第6回「志学ゼミ」（本校）
11．  4 会報編集委員会（本校）　
    　11 本部及び有田耐久会役員会（本校）
    　26 「県立高等学校の在り方再編整備」説明会
 （本校）
 ・・本校職員、同窓会、ＰＴＡ、学校運営協議会、
 　 湯浅・広川町職員

２０２１（令和３）年
  1．27 会報編集委員会（本校）
  2．  9 本部及び有田耐久会役員会（本校）
    　13 「県立高等学校の在り方（再編整備）」説明会
 （湯浅えき蔵）
 ・・本校教職員、同窓会、ＰＴＡ、地元住民など
    　26 卒業生クラス代表との懇談会（本校）
  3．  1 第73回卒業証書授与式
    　23 耐久高校を支援する会（本校）
  5．27 本部及び有田耐久会役員会（本校）
  6．22 会報編集委員会（本校）
    　30 全国大会出場クラブ激励金贈呈（本校）
  7．  9 本部及び有田耐久会役員会（本校）
  8．25 会報編集委員会（本校）
10．19 第7回「志学ゼミ」（本校）
    　26 創立170周年第1回実行委員会（本校）
 ・・校長・職員、本部・有田耐久会同窓会役員、ＰＴＡ役員
11．  9 学校訪問（本校）　・・同窓会役員・顧問
    　24 会報編集委員会（本校）
12．14 創立170周年第2回実行委員会（本校）
 ・・校長・職員、本部・有田耐久会同窓会役員、ＰＴＡ役員

同 窓 会 活 動 報 告

令和3・4年度 本部役員名簿 令和3・4年度 有田耐久会役員名簿
氏　名
大西　義弘
栩野　裕明
池永　義子
岩岡　美紀
弓場　　守
森　　裕美
坂本　康寛
小畑　英三
法眼　貞子
和泉　保廣
野下　康雄

期
高16
高18
高21
高28
高30
高26
高18
高18
高19
高22
高23

役　職
会　長
副会長
副会長
副会長
副会長
会　計
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事

氏　名
大浦　睦美
大西　和彦
新谷　　彰
栗田　佳樹
神田　公子
森岡　ゆか
下野　憲英
西　　博義
白井　敏之
兵衛　和樹
和田　　操

期
高28
高29
高31
高41
高25
高33
高13
高19
高34
高52
高38

新

新

新

新

新

役　職
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
会計監査
会計監査
顧　問
代　表
事務局
事務局
事務局

氏　名
和泉　保廣
山﨑　佳彦
平畑　君子
三角　　治
鈴木　宏明
谷岡　義則
弓場　　守
山田　展生
栗田　佳樹
生駒　正剛
柳　　　実

期
高22
高22
高22
高25
高28
高29
高30
高31
高41
高34
高19

役　職
会　長
副会長
副会長
副会長
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
会計監査
会計監査

氏　名
古川　友子
宮井　順子
大浦　睦美
下野　憲英
柏原政夫美
吉松　敏隆

期
高26
高28
高28
高13
高19
高19

新

役　職
事務局
事務局
事務局会計
顧　問
顧　問
顧　問

◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

衣奈不動産鑑定所
有限会社

〒643-0004

不動産鑑定士　衣奈 伸和
（高18期）

湯浅町湯浅2026-5 豊國ビル
TEL 0737－65－3066
FAX 0737－62－4066

医療法人大和会

宮井　將博（高３４期）
（一部予約制）　泌尿器科　一般外科　

ＴＥＬ　０７３７－２２－３３３３
和歌山県有田市宮原町須谷533－1〒649－0433

診療時間　午前９：００～１２：００　午後４：００～６：３０　　休　診　木，土午後・日・祝日
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高
校
28
期
の
岩
岡
美
紀
で
す
。

　

色
々
な
行
事
を
楽
し
み
、
ク

ラ
ブ
活
動
に
熱
中
し
た
高
校
時

代
を
過
ご
し
た
耐
久
。

　

こ
の
度
、
同
窓
会
の
役
員
と

し
て
仲
間
入
り
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
な
が

ら
も
私
に
出
来
る
こ
と
か
ら
頑

張
る
つ
も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
同
窓
会
副
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
高
校
30
期
の
弓
場

と
申
し
ま
す
。
も
と
よ
り
各
方

面
で
ご
活
躍
の
同
窓
生
が
多
数

お
ら
れ
る
中
で
、
私
の
よ
う
な

若
輩
で
は
と
戸
惑
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ど
う
し
て
も
と
の
お

す
す
め
で
、
お
引
き
受
け
い
た

し
ま
し
た
。

　

前
任
の
見
矢
様
、
神
田
様
の

よ
う
な
活
動
は
で
き
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
引
き
受
け
た

限
り
は
、
誠
心
誠
意
、
同
窓
会

及
び
母
校
の
発
展
の
た
め
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
は
、
今
後
の

生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、
高
校

再
編
整
備
に
つ
い
て
の
説
明
・

懇
談
会
を
令
和
３
年
２
月
13

日
に
「
湯
浅
え
き
蔵
」
で
開
催

し
、
地
元
の
教
職
員
、
同
窓
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
元
住
民
な
ど
約
１

０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。（
そ

の
時
の
内
容
、
質
問
、
要
望
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
回
の
会

報
48
号
で
掲
載
し
て
い
ま
す
）

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

動
向
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

令
和
３
年
11
月
30
日
、
県
教

育
委
員
会
は
「
県
立
高
等
学
校

の
再
編
整
備
の
基
本
的
な
考
え

方
」
と
「
各
地
域
に
お
け
る
今

後
の
県
立
高
等
学
校
の
在
り

方
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
基
本
的
な
考
え
方
」
で
は
、

今
あ
る
32
校
を
可
能
な
限
り

存
続
充
実
さ
せ
る
。「
各
地
域

に
お
け
る
今
後
の
在
り
方
」
で

は
、
有
田
地
域
の
３
校
（
箕
島
、

有
田
中
央
、
耐
久
）
は
、
当
面
、

学
級
数
の
調
整
を
行
い
な
が
ら

存
続
・
充
実
さ
せ
、
こ
れ
ま
で

３
校
で
実
施
し
て
き
た
普
通

科
、
専
門
学
科
、
総
合
学
科
の

教
育
を
提
供
す
る
高
校
へ
の
再

編
整
備
を
検
討
し
、
段
階
的
に

実
施
す
る
。
そ
し
て
、
早
け
れ

ば
、
年
内
に
も
正
式
に
「
再
編

整
備
の
計
画
」
案
を
作
成
し
、

県
民
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
し
て
い
く

と
公
表
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
県
教
育
委
員
会
は
令

和
３
年
12
月
23
日
、
県
立
高
校

の
充
実
と
再
編
整
備
に
関
す
る

「
原
則
と
指
針
」（
案
）
を
発
表

し
ま
し
た
。（
い
ず
れ
も
県
教

育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
閲
覧
で
き
ま
す
）

　

令
和
４
年
１
月
24
日
ま
で
県

民
の
意
見
を
受
け
付
け
、
２
月

県
議
会
を
経
て
、
早
け
れ
ば
年

度
内
に
も
正
式
に
策
定
す
る
予

定
で
す
。

　

今
後
同
窓
会
は
、
県
教
育
委

員
会
の
動
向
を
見
守
り
な
が

ら
、
母
校
の
存
続
と
さ
ら
な
る

発
展
を
願
い
、
要
望
し
て
い
く

所
存
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
長　

大
西　

義
弘

（
高
16
期
）

県
立
高
等
学
校
の
在
り
方
（
再
編
整
備
）

に
つ
い
て
　
そ
の
３

　

早
朝
の
湯
浅
駅
、
耐
久
高
校

生
が
次
々
と
改
札
を
通
り
学
校

へ
向
か
う
長
い
列
が
続
き
ま

す
。
馴
染
み
の
あ
る
旧
駅
舎
か

ら
新
し
い
駅
舎
へ
と
変
わ
り
な

く
受
け
継
が
れ
て
い
る
風
景
、

半
世
紀
前
の
私
は
広
川
町
か
ら

国
道
を
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
こ
ぐ

女
学
生
で
し
た
が
湯
浅
に
住
む

今
、
駅
が
最
も
活
気
づ
く
こ
の

朝
の
賑
わ
い
を
と
て
も
大
切
に

思
い
ま
す
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
こ
の
風
景
も
一
時
途
絶

え
、
日
常
が
当
た
り
前
で
な
い

こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
１
７
０
年
も
の
歴
史
を

重
ね
、
永
続
を
信
じ
て
疑
わ
な

か
っ
た
中
で
示
さ
れ
た
県
立
高

校
再
編
整
備
計
画
案
。
次
世
代

へ
バ
ト
ン
を
つ
な
ご
う
と
同
窓

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
想
い
が

ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。
時
代

の
流
れ
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、

将
来
を
見
据
え
た
可
能
な
限
り

の
存
続
を
切
に
願
い
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
４
期
８
年
、
同
窓

会
活
動
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
微
力
で
し
た
が
学

生
の
頃
以
上
に
母
校
を
想
っ
た

年
月
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

「
チ
ー
ム
耐
久
」、
そ
の
応
援
団

で
あ
る
「
チ
ー
ム
同
窓
会
」
の

充
実
と
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

神
田
　
公
子

「
母
校
を
想
っ
た
年
月
」

　

古
希
を
過
ぎ
た
今
、
来
し
方

の
日
々
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
な
ん
と
い
っ
て
も
高
校
時

代
の
こ
と
が
走
馬
燈
の
よ
う
に

頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
て
き
ま

す
。
わ
た
し
に
と
っ
て
高
校
時

代
の
３
年
間
は
人
生
の
中
で
最

も
輝
い
て
い
た
時
代
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
母
校
で
、
同

窓
会
役
員
と
し
て
８
年
間
、
微

力
な
が
ら
も
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
、
今
は
感
謝
の

念
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
で

退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ
け
で

す
が
、
来
年
度
に
は
創
立
１
７

０
周
年
を
迎
え
、
記
念
行
事
も

行
わ
れ
る
中
で
大
変
心
苦
し
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
報
委
員
の
皆
様
方

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
耐
久
高
校
同
窓
会

報
は
『
県
下
一
の
会
報
』
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

会
員
の
方
々
の
母
校
へ
の
思
い

を
育
む
場
、
お
互
い
の
交
流
の

場
、
絆
を
深
め
る
場
と
し
て
の

会
報
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

見
矢
　
義
夫

「
８
年
間
の

 

思
い
を
込
め
て…

」
「
新
着
任
ご
あ
い
さ
つ
」

副
会
長
　
岩
岡
　
美
紀

副
会
長
　
弓
場
　
　
守

「
新
着
任
ご
あ
い
さ
つ
」

同窓の情報交換のスペースとして会報を活かしましょう。

有田郡湯浅町湯浅1464〒643-0004 
http://www.yuasasyouyu.co.jp

有田郡湯浅町湯浅1466-1〒643-0004 
http://www.marushinhonke.com

〒649-0303  和歌山県有田市新堂208-1
 TEL（0737）82-4444・82-5400
 FAX（0737）83-6006

〒649-0303  和歌山県有田市新堂208-1
 TEL（0737）82-4444・82-5400
 FAX（0737）83-6006
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現
状
を
見
て
次
の
目
標
を
定
め
る
の
で

は
な
く
、
将
来
の
夢
や
志
か
ら
今
を
ど

う
過
ご
す
か
を
考
え
る
方
が
圧
倒
的
に

有
意
義
な
高
校
生
活
を
過
ご
せ
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
高
校
時
代
に
目
的
目
標

を
持
た
ず
過
ご
し
て
き
た
失
敗
談
か

ら
、
今
の
高
校
生
に
夢
の
大
切
さ
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
の
５
年
間
で
感

じ
る
こ
と
は
、
毎
年
生
徒
の
皆
さ
ん
が

変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
昔
が
良
か
っ
た
と
か
今
が
悪
い
で

は
な
く
、
年
々
価
値
観
や
感
性
が
変
化

し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
高

校
生
は
一
人
一
人
の
意
見
や
個
性
を
尊

厳
し
認
め
合
う
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今

後
社
会
で
共
存
し
て
い
く
私
た
ち
に

と
っ
て
の
使
命
は
、
こ
の
未
来
あ
る
皆

様
の
個
性
を
最
大
限
に
活
か
し
育
む
こ

と
で
す
。
私
自
身
も
地
元
で
育
ち
商
い

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
者
と
し
て
、
そ

し
て
耐
久
高
校
の
卒
業
生
の
一
人
と
し

て
、
今
後
と
も
学
生
の
皆
様
の
意
義
あ

る
高
校
生
活
に
少
し
で
も
力
添
え
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

講
師  

井
上
信
太
郎
（
平
成
22
年
卒
）

　

湯
浅
町
で
み
か
ん
農
家
を
し
て
い
る

善
兵
衛
農
園
の
井
上
と
申
し
ま
す
。
２

０
１
０
年
に
卒
業
し
、現
在
30
歳
で
す
。

志
学
ゼ
ミ
で
は
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
と
い
ろ
ん
な
選
択
を
し
て
今
こ
こ

に
い
る
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
お
話

し
ま
し
た
。
生
徒
は
み
ん
な
真
剣
に
話

し
を
聞
い
て
、
雑
談
タ
イ
ム
で
も
い
ろ

ん
な
質
問
を
投
げ
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
「
勉
強
っ
て
し
な
き
ゃ
い

け
な
い
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
く
れ
た

生
徒
が
い
ま
し
た
。
多
分
他
の
生
徒
の

皆
も
少
な
か
ら
ず
思
っ
て
い
る
こ
と

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
率

直
に
伝
え
ら
れ
た
の
が
ま
ず
素
晴
ら
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
な
り
の
回
答

と
し
て
は
、「
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
選
択

（
進
路
）が
あ
る
。勉
強
し
な
け
れ
ば
そ
の

た
く
さ
ん
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
に
す

ら
気
づ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

勉
強
は
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
で
は

な
い
け
ど
、
し
た
ほ
う
が
将
来
に
選
択

肢
が
増
え
ま
す
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。

　

後
日
、
生
徒
か
ら
の
手
紙
が
届
き
、

「
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
と
う
と

思
っ
た
」「
み
か
ん
の
仕
事
を
知
れ
た
」

な
ど
た
く
さ
ん
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
話
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
の
だ
と
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
が
、
た
だ
、
や
は
り
勉
強

の
必
要
性
は
実
際
に
社
会
を
経
験
し
な

い
と
理
解
す
る
の
は
難
し
い
の
だ
ろ
う

な
と
い
う
の
も
感
じ
、
少
し
悔
い
が
残

り
ま
し
た
。
学
内
の
机
上
の
勉
強
に
加

え
、
地
元
の
仕
事
や
人
達
と
関
わ
り
、

社
会
を
通
し
て
勉
強
の
必
要
性
を
体
験

し
学
ぶ
場
を

母
校
と
一
緒

に
つ
く
る
こ

と
が
出
来
た

ら
と
、
個
人

的
な
想
い
で

は
あ
り
ま
す

が
志
学
ゼ
ミ

を
通
し
て
強

く
思
い
ま
し

た
。
貴
重
な

機
会
を
い
た

だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

講
師  

小
畑  

智
哉
（
平
成
12
年
卒
）

　

有
田
川
町
と
有
田
市
、
海
南
市
で
美

容
室
経
営
を
し
て
い
ま
す
株
式
会
社
タ

イ
ラ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
小
畑
智

哉
と
申
し
ま
す
。
志
学
ゼ
ミ
へ
は
５
年

前
に
初
め
て
お
声
掛
け
頂
き
、
今
回
で

６
度
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
耐
久

高
校
の
卒
業
生
と
し
て
お
呼
び
頂
け
る

こ
と
を
光
栄
に
感
じ
、
毎
年
楽
し
み
に

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
講
師
と

い
う
お
役
目
で
生
徒
の
皆
さ
ん
に
ひ
と

つ
で
も
参
考
に
な
る
お
話
が
で
き
れ
ば

と
思
い
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
社
員
を

雇
用
す
る
私
に
と
っ
て
も
高
校
生
と
意

見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
志
学
ゼ
ミ

は
、有
意
義
な
場
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

志
学
ゼ
ミ
で
は
私
自
身
が
失
敗
か
ら

学
ん
だ
高
校
時
代
に
す
べ
き
こ
と
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
、
バ
ン
ド

活
動
に
明
け
暮
れ
て
い
た
私
は
３
年
生

の
夏
、
進
路
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
三
者
面

談
の
後
、
見
か
ね
た
父
が
「
お
前
は
一
体

何
が
し
た
い
ん
や
？
」
と
聞
い
て
き
ま

し
た
。
私
は
そ
こ
で
初
め
て
「
音
楽
が
し

た
い
」
と
口
に
出
し
ま
し
た
。
す
ぐ
さ
ま

父
は
「
そ
れ
で
飯
が
食
え
る
ん
か
？
」

と
返
答
、
私
は
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
初
め

て
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
を
考
え
始

め
、親
が
散
髪
屋
を
営
ん
で
い
た
事
と
、

当
初
ブ
ー
ム
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
な
か

ば
消
去
法
の
よ
う
な
選
択
で
美
容
師
の

道
を
歩
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
こ
の
失
敗
か
ら
の
学
び
は
、
将

来
の
夢
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
今
何
を
す

る
べ
き
か
決
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

展
望
や
設
計
に
対
し
て
、
前
向
き
、
具

体
的
に
考
え
る
契
機
と
す
る
。

２
．
日
時　

令
和
３
年
10
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時
50
分

３
．
対
象　

第
１
学
年

４
．
概
要

・
約
55
分
間
の
ゼ
ミ
を
生
徒
を
か
え
て

２
回
実
施
す
る
。

・
ゼ
ミ
は
講
師
先
生
お
一
人
と
約
15
名

の
生
徒
で
構
成
す
る
。

・
ゼ
ミ
の
内
容
は
上
記
目
的
に
沿
っ
た

講
師
先
生
の
講
話
と
生
徒
と
の
質
疑

応
答
等
。

・
ゼ
ミ
の
進
行
（
司
会
・
記
録
）
は
で

き
る
限
り
生
徒
が
行
う
。

１
．
目
的

　

社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
本
校
卒
業
生
か
ら
、
自
ら
の
「
生

き
様
」
や
「
人
や
社
会
と
の
関
わ
り
」

等
に
つ
い
て
の
講
話
を
お
聞
き
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
に
関
し
て
生
徒
が
質
問

や
感
想
等
を
出
し
合
い
、
社
会
の
仕
組

み
等
に
つ
い
て
理
解
や
認
識
を
深
め
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
キ
ャ
リ
ア
に
至
る
ま

で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
努
力
や
葛

藤
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
お

聞
き
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
将
来
へ
の

氏名
青山　歓生
石田　義貴
井上信太郎
　　夕佳里
大浦　慶喜
川島　忠弘
小畑　智哉
酒井　雄亮
田中　誠二
谷井　康人
中尾　久美
西　　博義
三角　　治
山本　琢哉

卒業年
S59
H12
H22
H25
H7
S60
H12
H13
S55
S59
Ｈ30
S42
S48
H15

所　　属　　等
国立和歌山工業高等専門学校　教授
株式会社フォーラル　代表取締役社長

紀州田村みかん　善兵衛農園　代表

東京海上日動  和歌山支店  インシュアランス・プランナー
MS和歌山株式会社　専務執行役員
株式会社タイランホールディングス　代表取締役社長
琴の浦リハビリテーションセンター　理学療法士
株式会社エデュケーションリンクス　代表取締役
谷井農園　代表
西日本旅客鉄道株式会社　JR和歌山駅　運輸管理係
稲むらの火の館　名誉館長
株式会社地域創生　代表取締役
Orange Blue　代表

1
2

3

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

志学ゼミ　講師の先生方 【50音順・敬称略】

「
志
学
ゼ
ミ
に

 

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
」

和
歌
山
県
立
耐
久
高
等
学
校

 
第
７
回  

志
学
ゼ
ミ
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令和２年度予算・決算書　　　　　　　　　耐久高等学校同窓会
令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31日

1. 収入の部    

2. 支出の部    

1,980,225 － 643,096 ＝　1,337,129　　　　次年度へ繰り越し

郵便振替口座の開設について（口座番号）00900-5-298293（口座名称）和歌山県立耐久高等学校同窓会（加入者払込局）湯浅郵便局

備　　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額

備　　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額

入 会 金 全日制 189名＊5,000　定時制 4名＊2,500
会 報 広 告

1,020,000
100,000
150,000
150,000
10,000

1,430,000
867,658

2,297,658

955,000
70,674
78,890
8,000

3
1,112,567
867,658

1,980,225

-65,000
-29,326
-71,110
-142,000
-9,997

-317,433
0

-317,433

190,000
20,000
30,000
40,000
100,000

1,620,000
200,000
600,000
600,000
150,000
70,000

140,000
40,000
50,000
50,000

1,950,000

202,000
102,000
100,000

145,658

2,297,658

20,000
0

20,000
0
0

395,516
0

35,887
356,764

0
2,865

32,080
12,080

0
20,000

447,596

195,500
95,500
100,000

0

643,096

-170,000
-20,000
-10,000
-40,000
-100,000

-1,224,484
-200,000
-564,113
-243,236
-150,000
-67,135

-107,920
-27,920
-50,000
-30,000

-1,502,404

-6,500
-6,500

0

-145,658

-1,654,562

会 報 協 賛 金
会報46・47号広告代
有田・関東耐久会より
高14期生より
預金利息

有田タイムス広告費

卒業証書筒
会報46・47号印刷、郵送代他

支部郵送代他

はがき、切手代他

転出生払戻

きのくに信金定期へ
ゆう貯定額へ

寄 付 金
雑 収 入
（収　　入　　計）
前 期 繰 越 金

（収　入　合　計）

１．運　営　費
会 議 費
渉 外 費
負 担 金
旅 費

２．活　動　費
記 念 事 業 費
母 校 援 助 費
同 窓 会 報 費
助 成 費
雑 費

３．諸　　　費
事 務 費
慶 弔 費
払 戻 金

（支　　出　　計）

４．繰　出　金
基 本 金
同窓会館設立基金

５．予　備　費

（支　出　合　計）

同窓会会計について
※収入…令和2年度は、入会金として全日制5,000円・定時制2,500円を終身会費として頂いています。（中途転校・

退学の場合は返金）他に同窓生各期や個人からの協賛金や寄付金など。
※支出…クラブ支援、国際交流、講演会、会報などの学校援助に直接・間接に還元。卒業後は、同窓生間や母校の情

報を名簿や会報を通じて提供、各期の同窓会開催に援助、母校の支援、会の運営費ほか。

　

中
江
有
里
さ
ん
は
広
川
町
を
訪
れ
、
広
八
幡
神
社
や
広
村
堤
防
な
ど
を

め
ぐ
り
、
梧
陵
の
偉
大
な
功
績
を
知
り
、
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
の

大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
河
田
惠
昭
さ
ん
は
地
震
は
い
つ
発
生

す
る
か
分
か
ら
な
い
。大
地
震
の
後
は
逃
げ
る
こ
と
。発
生
後
、何
分
で
津

波
が
到
達
す
る
か
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
き
っ
か
け
で
、
こ
れ
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
二
点
に
つ
い
て
河
田
さ
ん
や
「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
の
﨑
山
館
長
の
書

物
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、「
濱
口
梧
陵
は
大
地
震
の
後
、
津
波
が
来
る
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
し
て
知
り
得
た
の
か
」と
い
う
こ
と
で
す
。広
川
町
は
過
去
、記
録

に
あ
る
だ
け
で
８
回
津
波
に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
７
０
７
年
（
宝
永
４

年
）
の
地
震
津
波
の
際
、
村
に
あ
っ
た
濱
口
家
の
本
宅
は
流
さ
れ
ま
し
た
。

宝
永
津
波
は
歴
史
的
に
も
特
筆
さ
れ
る
大
津
波
で
広
村
で
は
８
５
０
戸
の

う
ち
７
０
０
戸
が
流
さ
れ
１
５
０
戸
が
損
傷
を
受
け
ま
し
た
。
犠
牲
者
は

１
９
２
人
の
壮
絶
な
被
害
で
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
濱
口
家
で
は

代
々
大
地
震
の
後
に
は
津
波
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
梧
陵
は
江
戸
を
中
心
と
し
た
活
動
の
中
で
一
流
の
人
々

と
交
流
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
幅
広
い
情
報
も
得
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

も
う
一
つ
は「
梧
陵
翁
が
広
村
堤
防
建
設
に
私
財
を
な
げ
う
っ
た
事
情
」

で
す
。
堤
防
構
築
資
金
は
江
戸
と
銚
子
に
あ
っ
た
店
の
醤
油
醸
造･

販
売

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
堤
防
建
設
に
着
工
し
た
安
政

２
年
２
月
、
同
年
の
10
月
に
大
地
震
が
江
戸
を
襲
い
ま
し
た
。
立
て
直
し

の
た
め
に
江
戸
の
店
に
着
い
た
梧
陵
に
番
頭
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
店
が
つ

ぶ
れ
ま
す
。ど
う
か
堤
防
建
設
に
お
金
を
出
す
の
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
」

と
切
り
出
し
ま
す
。
従
業
員
の
生
活
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
故
郷
広
村
を
見
捨
て
る
の
か
。
江
戸
の
店
は
再
建
の
め
ど
が
立
た
ず
、

梧
陵
は
銚
子
の
店
で
必
死
に
な
っ
て
働
き
ま
し
た
。「
何
と
し
て
も
堤
防

を
完
成
さ
せ
る
」。
梧
陵
は
決
断
し
ま
す
。
広
村
出
身
の
者
た
ち
も
懸
命

に
働
き
、
こ
の
年
、
銚
子
の
店
は
創
業
以
来
、
最
高
の
生
産
高
を
上
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
約
４
年
に
わ
た
る
堤
防
工
事
は
終
わ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
素
晴
ら
し
い
の
は
、「
津
波
祭
」
の
取
り
組
み
で
す
。
梧

陵
の
功
績
を
伝
承
す
る
た
め
、
明
治
36
年
以
来
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
祭
り
に
は
次
の
世
を
担
う
小
中
学
生
も
参
加
し
、
彼
ら
の
小
さ

な
手
で
広
村
堤
防
に
一
握
り
の
土
を
盛
っ
て
い
ま
す
。

語
り
継
ぐ
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
）

有
田
耐
久
会
会
長

和
泉
保
廣
高
（

22

）
期
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サ
ッ
カ
ー
部
は
、３
年
生
５
名
、

２
年
生
６
名
、
１
年
生
８
名
と

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
４
名
の
計
23
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

部
員
の
人
数
が
減
少
し
て
お
り
、

一
時
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
11
人
そ

ろ
わ
ず
に
試
合
を
行
う
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
「
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
」
で
は
な
く
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
」

を
目
指
し
、
自
分
た
ち
に
は
何
が
問

題
で
、
何
が
必
要
か
を
選
手
た
ち
自

身
が
考
え
行
動
に
移
す
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
人
数
が
少
な
い
こ

と
で
、練
習
メ
ニ
ュ
ー
が
限
ら
れ
る
。

一
人
一
人
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い

な
ど
、
不
利
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、

人
数
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
選
手
間
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同
窓
会
報
47
、
48
号
に
耐
久
高
校
の
思
い
出

と
題
し
た
関
東
、
関
西
な
ど
各
地
耐
久
会
役
員

か
ら
の
寄
稿
が
特
集
さ
れ
た
。
授
業
の
一
コ
マ
、

情
熱
を
傾
け
た
ク
ラ
ブ
活
動
。
よ
き
導
き
を
受

け
た
担
任
や
顧
問
の
先
生
方
と
の
出
会
い
。
級

友
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
学
年
１
ク
ラ
ス
55
人
の

10
ク
ラ
ス
と
い
う
圧
倒
的
な
存
在
感
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
阪
万
博
の
言
葉
も
出
て
き
て
、

あ
の
頃
の
自
分
は…

と
思
い
を
巡
ら
せ
た
。
中

で
も
心
に
残
っ
た
の
が
『
晩
学
の
す
す
め
』
の

文
章
。
70
歳
で
リ
タ
イ
ア
さ
れ
、
さ

て
何
か
を
と
考
え
始
め
た
の
が
、
大

学
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ

ス
ト
」
を
読
む
こ
と
。
50
年
ぶ
り
に

開
く
古
い
テ
キ
ス
ト
で
、
文
法
か
ら
復
習
し
10

か
月
か
け
読
了
。
そ
の
途
中
で
ド
イ
ツ
旅
行
を

さ
れ
、
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ゲ
ー
テ
居
宅
や
別
荘
も

訪
問
、
思
い
出
も
深
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
さ

に
充
実
し
た
人
生
と
感
嘆
し
た
。

　

間
も
な
く
卒
業
と
な
る
３
年
生
の
皆
さ
ん
、
コ

ロ
ナ
禍
で
窮
屈
な
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
け
ど
、

皆
さ
ん
の
人
生
は
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー

ト
。
大
き
く
羽
ば
た
け
と
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

　　

高
垣
源
徳
氏
（
旧
中
35
期
）
が
昨
年
11
月
に

ご
逝
去
（
享
年
98
歳
）。
生
前
は
同
窓
会
の
た
め

に
色
々
と
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で

御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
秋
の
第
５
波
の
あ
と
鎮
静
化
し
た
と

思
い
き
や
新
種
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
席
巻
し

瞬
く
間
に
感
染
者
数
が
増
え
、
第
６
波
に
突

入
し
ま
し
た
。
和
歌
山
県
で
も
先
日
、
感
染

者
数
が
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
同
窓
会
の
活
動
も
大
き
く

制
約
さ
れ
、
企
画
あ
れ
ど
中
止
の
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
二
年
に
一
度
の
「
本
部
及
び

有
田
耐
久
会
総
会
」
も
中
止
と
な
り
、
議
案
は

「
書
面
に
よ
る
議
決
」
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
紙
は
、「
紀
の
国
わ
か
や
ま
文

化
祭
２
０
２
１
」
で
「
受
け
継
が
れ
る
梧
陵

の
精
神
」
と
題
し
て
本
校
の
紹
介
や
取
り
組

み
を
発
表
し
た
場
面
で
す
。
発
表
者
の
感
想

も
ご
覧
下
さ
い
。

　

社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
先
輩
か

ら
お
話
を
聞
く「
志
学
ゼ
ミ
」も
７
回
を
重
ね
、

定
着
し
て
い
ま
す
。
若
い
講
師
先
生
方
の
耐

久
生
に
向
け
る
期
待
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
そ
れ
ぞ

れ
工
夫
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

「
絆
」
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
す
。

　
「
県
立
高
校
再
編
」
は
有
田
地
域
の
３
校

は
当
面
、
学
級
数
の
調
整
を
行
い
な
が
ら
存

続
・
充
実
さ
せ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
を
、
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
終
息
さ
せ
日

常
を
取
り
戻
し
活
発
な
同
窓
会
活
動
を
再
開

で
き
る
こ
と
祈
っ
て
い
ま
す
。

・
ゆ
っ
た
り
と
鷗
と
じ
ゃ
れ
る
春
の
波　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

坂
本
美
恵
子
（
高
18
期
）

・
絢
爛
の
打
掛
け
飾
る
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

田
辺
由
美
子
（
高
18
期
）

 

〈
令
和
３
年
12
月
御
逝
去
〉

・
重
た
か
ろ
た
わ
わ
の
み
か
ん
支
え
つ
つ

　
　
　
　
　

倒
れ
し
老
木　

い
と
お
し
き
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

大
前
真
紀
（
高
32
期
）

・
旅
立
ち
の
朝
を
迎
え
て
背
中
押
す

　
　
　
　
　

が
ん
ば
れ
！
の
言
葉
手
の
ひ
ら
に
込
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

仁
木　

恵
（
高
44
期
）

『
編
集
後
記
』

訃

報

け
ん
ら
ん

俳
壇
・
歌
壇

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密

に
で
き
た
り
、
一
人
一
人
に
与
え
ら

れ
る
チ
ャ
ン
ス
の
数
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
が
部
活
動
を
通
し
て
生
徒
に
成

長
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
団
体
競
技

を
行
う
中
で
周
り
を
見
る
力
、情
報
・

意
見
を
共
有
す
る
力
で
す
。
ま
た
、

練
習
を
通
し
て
自
己
分
析
力
、
問
題

解
決
能
力
も
伸
ば
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
が
単
純
に
上
手

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
３
年
間
で
人

間
と
し
て
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
、

自
己
実
現
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
間
と
い
う
、
長
そ
う
で
短
い

期
間
で
、
仲
間
と
か
け
が
え
の
な
い

関
係
性
を
築
き
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん

チ
ー
ム
で
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　

顧
問　

辻
井　

誠

サ
ッ
カ
ー
部
の
巻

卒
業
生
に
エ
ー
ル
!
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